
（別紙３）

～ 令和6年12月28日

（対象者数） 12 （回答者数）
12

～ 令和6年12月28日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・自転車は劣化していく為、安全に乗れるように整備や定期

的な購入等も検討していく。

2

・主体は子ども達であるという事を忘れずに、楽しく成功体

験できるように工夫していきたい。

3

・一人一人の特性やその日の状態に合わせて、気持ちに寄り

添って過ごす事で、安心感を持って「来てよかった、また明

日も頑張ろう」と思える気持ちを大事にする。

・私、僕はやれる！と一人一人の自己肯定感が高まるように

働きかけ続ける。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・必要な子どもさんには職員が介助する等、危険のないよう

に取り組んでいる。

2

・これまで以上に有資格者の人員補充を先を見越して働きか

けていく。

3

・個人だけでなく、チームでおぎ合いながら職員の強みがい

きるように取り組んでいく。

・大人の方と一緒の建物の為、水道やトイレ等細かな作りが小

学低学年や身長が低いお子様には使いづらい事がある。また、

長期休暇時は大人の方と排泄時間が重なるとややトイレが混雑

する事もある。

・建設をする際に子どもも過ごす場所である事を的確に伝えて

配慮してもらう必要があった。

・基準の人員配置は満たしているが、日常生活動作確立の大事

な時期(特に小学生の間)な為、加配の人員を配置できれば更に

子ども達の成長に繫がると思う。

・人員の補充が思うようにできていない。

・令和6年度は同じ事例のヒヤリハットが２件ある。共有の仕

方や職員1人1人の意識付けが課題である。

・目の前の事に集中してしまった事等が要因だと考える。広い

視野やその日のスケジュール等の自分自身で整理していく必要

性がある。

・年齢に応じてクラスを分けている為、長期休暇時の外出先や

活動内容が特性に加えて、年齢に相応しい体験をする事ができ

る。

・利用されている子ども達の発達段階に応じて外出先を選択し

たり、同じ活動内容でもねらいを変えたりと、成功体験が重ね

られるように取り組んでいる。

・わかりやすく構造化し、自発的に取り組みやすい生活空間や

活動内容を設定している。また地域の小学校、支援学校、医療

的ケアを必要とされる方等様々な方の利用がある事が子ども達

にとって、いい交流の場となり、その中で自信となったり、思

いやりの気持ちを持ったりとする姿が見られる。

・子ども達が自発的に取り組めるような流れや、利用される子

どもさんに応じて可視化できるカードや写真、ボード等を使用

している。

・様々な場面で褒めたり、認めたりする事で自己肯定感を高め

たり、一人一人の気持ちを受け止めたりしている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

施設が広く、園庭があり子ども達がのびのびと身体を動かした

遊びができたり、発達段階に応じて、自転車に乗れるように

なったり、集団活動でドッチボールや野球、サッカー等ができ

る事が強みである。

・毎日の園庭整備に加えて、雨上がり等も安全に遊べるように

している。

・自転車等は補助輪付き・補助輪無し、大きさや色も複数ある

事で自分に合った自転車が選べるようにしている。

○事業所名 社会福祉法人大分市福祉会　放課後等デイサービス「たっち　単位１」

○保護者評価実施期間
令和6年12月9日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和6年12月6日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年1月27日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


